
年間授業計画（シラバス） 
三重県立伊賀白鳳高等学校 

教科・科目 数学・【学】数学研究 単位数 ２ 単位 履修年次 ２ 年 

目   標 

・２次関数のグラフを用いて、さまざまな問題を解くことができる。 

・三角比の公式を用いて、平面図形や立体図形のさまざまな問題を解くことができる。 

・順列、組合せ等の考え方を用いて、場合の数や様々な確率の問題を解くことができる。 

・平面図形に関する定理を適切に用い、問題を解くことができる。 

・整数の性質を利用して、さまざまな問題を解くことができる。 

使 用 教 材 【副教材】 基本と演習ﾃｰﾏ数学Ⅰ＋Ａ（数研出版）、自主教材（ﾌﾟﾘﾝﾄ） 

評価の観点 

・評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

整式や根号の計算、2 次関

数と 2 次方程式、三角比、図

形の性質、場合の数と確率、

整数の性質における基本的

な記号や用語、概念や原理・

法則を体系的に理解すると

ともに、事象を数学化し、数

学的に解釈・表現・処理する

技能を身に付けている。 

整式や根号の計算、2 次関数と

2 次方程式、三角比、図形の性質、

場合の数と確率、整数の性質を通

して、事象を論理的に考察する

力、数学を活用することで事象の

本質を理解し、ほかの事象との関

係を認識し、統合的・発展的に考

察する力、数学的な表現を用いて

事象を簡潔・明瞭・的確に表現す

る力を身に付けている。 

整式や根号の計算、2 次関数と 2

次方程式、三角比、図形の性質、場

合の数と確率、整数の性質を通し

て、数学のよさを認識し、積極的

に数学を活用しようとする態度、

数学的論拠に基づいて論理的に

判断しようとする態度、問題解決

の過程を振り返って考察を深め

たり、評価・改善したりしようと

する態度を身に付けている。 

評 価 方 法 

「知識・技能」については、定期考査の基本問題や基礎力診断テストを総合的に判断し評価す

る。「思考・判断・表現」については、定期考査における発展的な内容の問題やレポート課題の

内容などを総合的に判断し評価する。「主体的に学習に取り組む態度」については、授業に取り

組む態度や発表などによる評価と、提出物などの内容を総合的に判断し評価する。 

学   期 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

１学期 

数学Ⅰの総合問題 

数と式 

・展開と因数分解、根号、一次不等式、 

絶対値 

 

２次関数 

・グラフ、最大･最小、２次関数の決定、 

２次方程式、２次不等式 

 

・整式の展開、因数分解、平方根の計算を学習する。 

・集合、命題の知識を利用して、対偶命題や背理法を用

いた証明法を習得する。 

 

・２次関数のグラフ、２次関数の最大最小、２次方程

式、２次不等式の応用問題に取り組み、変数を用いた発

展的な内容にも挑戦する。 

２学期 

数学Ⅰの総合問題 

図形と計量 

・相互関係、正弦定理、余弦定理、面積、 

データの分析 

・四分位数、分散と標準偏差、相関 

数学Ａの総合問題 

集合 

・集合の要素と要素の個数 

場合の数と確率 

・場合の数、順列、組合せ、確率 

・三角比の正弦定理、余弦定理を用いた応用問題に取

り組み、平面、立体の問題にも取り組む。 

・データに対しての様々な処理をすることで、客観的

な数値で特徴を掴む方法を学習する。 

 

・集合について基本の事柄や用語・記号や基本的な個

数の処理の考え方について学習する。 

・具体例を通して確率の意味を理解し、身近な試行や

事象の確率について学習する。そして、試行の独立に関

する内容も学習する。 

３学期 

図形の性質 

・三角形の辺の比、三角形の三心、 

 円に関する図形の諸定理 

整数の性質 

・約数と倍数、不定方程式、ｎ進数 

 

・平面図形に関する様々な定理を学習し、図形の問題

に取り組む。 

・整数の性質について学習する。 

・１次不定方程式などの問題に取り組む。 

学 習 上 の 

留 意 点 

・予習・復習をしっかりし、日々の授業を大切にすること。 

・与えられた課題は、提出期日を守り必ず提出すること。 

・分からないところは、そのままにせず、必ず質問すること。 



年間授業計画（シラバス） 
三重県立伊賀白鳳高等学校 

 

教科・科目 

 

工業（機械科）・機械工作 

 

単位数 

 

２ 

 

単位 

 

履修学年 

 

２ 

 

年 

 

目   標 

 

・機械技術の発達とその概要、各種の工業材料の性質について理解する。 

・工業材料の加工性や各種の加工法など機械工作の基礎的な知識について理解を深め、他の教科との

関連性を深めながら、合理的な生産方法を実際に活用できる能力を身につける。 

使 用 教 材 【教科書】機械工作１・２（実教出版） 

評価の観点 

・評価規準 

 

 

 

 

 

知識・技能」 「思考・判断・表現」 「主体的に取り組む態度」 

 機械工作に関する諸問題

について関心をもち、基礎的

・基本的な知識・技能を身に

つけ、現代社会における工業

の意義や役割を理解してい

る。 

 機械工作に関する諸問題の解決

を目指して自ら思考を深め、基礎

的・基本的な知識と技術を活用し

て適切に判断し、表現する能力を

身につけている。 

  

機械工作の各分野に関する基礎

的・基本的な技術を身につけ、環

境に配慮し、実際の仕事を合理的

に計画し、適切に処理するととも

に、自ら進んで行動する力を身に

つける。 

 

評 価 方 法 

 

 目標を踏まえ、機械工作に対する「主体的に取り組む態度」については、日々の授業を中心に評

価を行い、「思考･判断・表現」「知識・技能」は、定期考査を中心に評価を行います。具体的には、

日々の授業態度、提出物の状況、定期考査・小テストをもとに総合的に判断し評価します。 

 

学   期 

 

             学 習 内 容 

 

             学 習 の ね ら い 

 

1 学期 

 

 

 

 

 

機械材料とその加工性 

 １．炭素鋼 

 ２．合金鋼 

 ３．鋳鉄 

 ４．非金属材料 プラスチック等 

 

・機械材料の性質と種類について、炭素鋼、合金鋼、

鋳鉄、非鉄金属の特徴や用途について学習しま

す。 

  

 

 2 学期 

 

 

 

鋳造・塑性加工 

 １．砂型鋳造法 

 ２．各種鋳造法 

 

鋳造・塑性加工 

 ３．鋳造計画と管理 

 ４．鍛造とプレス加工 

 

・鋳造の種類と各種鋳造法について、鋳造の分類 

とその内容について学習します。 

・塑性加工の種類と具体的方法について学習しま

す。 

・鋳造の種類と各種鋳造法について、鋳造の分類と

その内容について学習します。 

・塑性加工の種類と具体的方法について学習しま

す。 

 

 3 学期 

 

 

 

溶接 

 １．ガス溶接とガス切断 

 ２．アーク溶接とアーク切断 

 ３．抵抗溶接 

 ４．その他の溶接 

・ガス溶接、アーク溶接の理論とさまざまな溶接方

法の内容について実用的な学習をします。 

 

学 習 上 の 

留 意 点 

 

・私たちの生活に不可欠な工業製品の高度化や品質の良さは、工業材料の進歩や発達に負うとこ 

ろが多くあります。その工業材料の基礎知識についての学習をします。関心意欲を持って授業に取

り組んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年間授業計画（シラバス） 
三重県立伊賀白鳳高等学校 

 

教科・科目 

 

工業・電子機械 

 

単位数 

 

２ 

 

単位 

 

履修学年 

 

２ 

 

年 

 

目   標 

 

 

・メカトロニクスの基礎を身につける。 

・歯車やねじといった基本的な機械の機構を理解する。 

・センサ・アクチュエータの基礎を身につける。 

 

使 用 教 材 

 

【教科書】電子機械（実教出版） 

【副教材】自作教材（プリントなど） 

 

 

評価の観点 

・評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

 電子機械の各分野に関す

る基礎的・基本的な知識を身

につけ、現代社会における工

業の意義や役割を理解して

いる。 

 

 

 電子機械に関する諸問題の解決

を目指して自ら思考を深め、基礎的

・基本的な知識と技術を活用して適

切に判断し、創意工夫する能力を身

につけている。 

  

 電子機械に関する諸問題に

ついて関心をもち、その改善・

向上を目指して意欲的に取り

組むとともに、創造的実践的な

態度を身につけている。 

 

 

評 価 方 法 

 

 到達目標を踏まえ、「知識・技能」「思考・判断・表現」は、課題、定期考査およびノートなど

を中心に評価します。「主体的に取り組む態度」は、日々の授業に取り組む姿勢を中心に評価しま

す。 

 

学   期 

 

             学 習 内 容 

 

             学 習 の ね ら い 

１学期 

 

 

 

 

・電子機械とは 

・機械の機構 

 

・機械の要素 

 

・電子機械とはどのようなものかを学習します。 

・機械を動かしたり、力を伝えたりするのに必 

要となる機構の知識を身につけます。 

・メカトロニクス製品で使われる基本的な機械 

の要素の知識を身につけます。 

 

２学期 

 

 

 

 

 

 

 

 

・機械の要素 

 

 

・基本的な機構 

 

 

 

 

 

 

 

・メカトロニクス製品で使われる基本的な機械 

の要素の知識を身につけます。 

 

・機械の運動や要素を組み合わせた基本的な機 

構について以下のようなものについて学習し 

ます。 

  ・歯車機構      

  ・リンク機構 

・機械の運動や要素を組み合わせた基本的な機 

構について以下のようなものについて学習し 

ます。 

  ・カム機構 

  ・巻掛け伝動機構 

  ・ねじ機構 

３学期 ・センサ・アクチュエータの基礎 ・さまざまな量や状態などを検出するセンサと 

各種アクチュエータの基礎を学習します。 

学 習 上 の 

留 意 点 

・予習と復習をしっかりし、日々の授業を大切にしてください。 

・与えられた課題は、提出期日を守り必ず提出してください。 

 



年間授業計画（シラバス） 
三重県立伊賀白鳳高等学校 

 

教科・科目 

 

工業（建築デザイン科）・工業環境技術 

 

単位数 

 

２ 

 

単位 

 

履修年次 

 

２ 

 

年 

 

目   標 

 

・環境工学に関する基礎的な知識と技術を習得し、実際に活用する能力と態度を身につける。 

 

使 用 教 材 

 

 

【教科書】工業環境技術（実教出版）  

【副教材】自主教材 

 

評価の観点 

・評価規準 

 

 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

 環境工学に関する知

識を十分理解できたか。 

環境工学基礎の内容

を他の教科に応用でき

る力がついたか。 

 

環境工学に関する課題に対して、幅

広く柔軟に考え、的確な判断、回答を

することができるか。 

 環境工学基礎で学習した内容を略

図や文章で的確に表現できるか。 

 

環境工学に関心を示し、その考え

方や内容を的確に把握して取り組

んでいるか。 

 

評 価 方 法 

 

 

 目標を踏まえ、環境工学に対する「主体的に学習に取り組む態度」については日々の授業を中心

に評価を行い、「知識・技能」と「思考・判断・表現」は定期考査や提出物(ノート、プリント)を

中心に評価を行います。具体的には、日々の授業態度、提出物の状況、５回の定期考査等を総合的

に判断し評価します。 

 

学   期 

 

             学 習 内 容 

 

             学 習 の ね ら い 

 

１学期 

 

 

 

 

 

 

 

 「工業環境技術」を学ぶにあたって 

１．日本の環境政策 

 ・環境基本等と環境基本計画 

 ・循環型社会形成推進法と 

  循環型社会形成推進基本計画 

  ・自然環境保全のための制度 

 ・環境アセスメント 

 

・環境問題について理解し、それを解決するため

に様々な制度や取組があることを学習します。 

 

 

 

 

 

 

 

２学期 

 

２．騒音・振動・臭気の現状と対策 

 ・感覚公害 

 ・騒音 

  ・振動 

  ・臭気 

  ・騒音の測定  

 

３．都市システムと環境 

  ・人間活動と環境問題 

・建築計画上考慮すべき基本的な物理環境のう

ち、騒音・振動・臭気など建物内外に及ぼす影響

と対策について学習します。 

 

・人間活動を持続可能なものにしていくために、

環境工業技術の学習内容をどのように活用して

いけばよいかについて学習します。 

 

 

 ３学期 

 

 

 ・都市のエネルギー消費と 

  ヒートアイランド現象 

 ・被服材料による日射と気温の関係 

４．住環境と健康 

 ・住環境 

 ・地球環境時代の住まい 

学 習 上 の 

留 意 点 

・教科書や配布したプリントあるいはノートを、忘れずに準備してください。 

・普段の授業を大切にしてください。また、提出物は期日までに必ず提出してください。 

 

 



年間授業計画（シラバス） 
三重県立伊賀白鳳高等学校 

教科・科目  商業 ・ ビジネス基礎 単位数 ２ 単位 履修年次 ２ 年 

目   標 

ビジネスを通じ、地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う職業人として、 

①実務に即して体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付ける。 

②ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。 

③上記の内容をふまえ、必要な基礎的な資質・能力を身につけることを目指す。 

使 用 教 材  【教科書】 ビジネス基礎（実教出版） 【副教材】 検定問題集 

評価の観点 

・評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

ビジネスについて実務に

即して体系的・系統的に理解

し、ビジネスの様々な場面で

役に立つ、ビジネスに関する

基礎的な知識と技術を身に

付けている。 

ビジネスをはじめとして様々

な知識、技術を活用し、ビジネス

に関する課題を発見するととも

に、改善に要する根拠に基づいて

工夫してよりよく解決ことにつ

いて考えている。 

ビジネスを適切に展開する力の向

上を目指して、自らビジネスにつ

いて学ぶ態度及び当事者としての

意識をもち、他者と信頼関係を構

築して積極的に関わり、責任をも

って取り組もうとしている。 

評 価 方 法 

（知識・技能）・（思考・判断・表現）定期考査を元にして行う。 

（主体的に学習に取り組む態度）授業ノート、ワークシート、日々の授業態度を元にして行う。 

具体的には日々の授業の取組態度、提出物、考査等をもとに総合的に判断し評価する。 

学   期 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

１学期 

商業の学習とビジネス 

 

ビジネスとコミュニケーション 

コミュニケーション・ビジネスマナー 

情報の入手と活用 

・商業を学ぶ重要性と学び方、ビジネスの概要につい

て理解する。 

・ビジネスにおける信頼関係の意義と重要性を学ぶ。 

・ビジネスマナーの意義を理解し、場面に応じて考え、

活動できる力を身に付ける。 

・企業活動における情報の重要性について理解する。 

２学期 

経済と流通の基礎 

 

さまざまなビジネス 

 

企業活動の基礎 

マーケティングの重要性・資金調達 

財務諸表の役割・企業活動と税・雇用 

・経済の仕組みと流通の必要性について理解する。 

・ビジネスの種類について理解し、流通や流通に関わ

る様々なビジネスについて学ぶ。 

・企業活動の展開について、組織の一員としての役割

を果たすことができる力を身につける。 

３学期 

ビジネスと売買取引 

売買取引の手順・代金決済 

 

ビジネス計算 

 ビジネス計算の意義と応用 

 

身近な地域のビジネス 

・売買取引、代金決済など取引に関する知識や技術を

学ぶ。 

・契約の履行と締結について、組織の一員としての役

割を果たすことができる力を身につける。 

ビジネス計算に関する知識や技術を学ぶ。 

・さまざまな地域の魅力と課題、地域ビジネスの動向

について学ぶ。 

学 習 上 の 

留 意 点 

・商業の学習はビジネスの学習であり、このビジネス基礎はビジネスの全体像を学ぶ科目です。 

 そのため、卒業後の進路もふまえてビジネス計算やワープロの基礎についても学習します。 

・基礎的な知識や技術、心構えを身につけ、進路を考えるうえで、この学習を役立ててください。 

・授業の進捗状況で学習内容が入れ替わるなどの変更もあります。 

 

 

 

 



年間授業計画（シラバス） 

三重県立伊賀白鳳高等学校 

教科・科目 農業・食品微生物 単位数 ２ 単位 
履修年次２年 

フードシステム科 

目  標 

 

・微生物の基礎知識の習得と身近な食生活と微生物のかかわりなどについて知識を深める。 

・微生物の種類と特徴を学び、増殖に必要な栄養や環境条件について理解を深める。 

・微生物代謝の基礎を学び、発酵食品にかかわる微生物とその代謝について詳しく学ぶ。 

 

使用教材 【副教材】食品微生物（実教出版） 

     自作教材（プリントなど） 

評価の観点 

・評価規準 

 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

  有用微生物や有害微

生物の形態的特徴と生

理的特性並びに分離と

培養に関する基本的、体

系的な技術を習得して

いるとともに、微生物の

利用を中心とした農産

物の加工に応用できる

技術が身についている。 

 

 食品製造における微生物の

意義と役割を十分に把握し、微

生物の利用を中心とした農産

物を加工できる実践的な能力

が身についている。 

 食中毒予防の思考・判断が身

についている。  

  

有用微生物や有害微生物の形態的特

徴と生理的特性並びに分離と培養法に

ついて理解し、その分離・培養に使用す

る器具の取り扱いを理解している。 

 

 

評価方法 

 

 

 目標を踏まえ、食品微生物に対する「知識・技能」と「思考・判断・表現」と「主体的に学習

に取り組む態度」の３つの観点から行います。評価は、日々の学習状況、提出物（ノート、プリ

ント）、定期考査などにより総合的に評価します。また、微生物実験について、自己評価・相互

評価により、総合的に評価します。 

学  期              学 習 内 容              学 習 の ね ら い 

１学期 

 

 

 

人間生活と微生物 

 ・微生物を学ぶにあたって 

 ・生活環境と微生物 

 ・食品と微生物 

 ・食品微生物とプロジェクト学習 

 

・微生物とは何かを学ぶ。微生物の特徴や微生物研究の歴

史を学ぶ。 

・生活環境と微生物の関係について理解する。微生物の有

効性について学ぶ。 

・発酵と腐敗について学ぶ。食中毒や感染症について学

ぶ。 

・プロジェクトの進め方を学習する。 

 

２学期 

 

 

 

微生物の種類と特徴 

  ・微生物の種類 

 ・微生物の生育環境 

 ・微生物の遺伝 

 

 

 

・微生物の種類を学ぶ。有用微生物の特徴を理解する。 

・微生物の菌体成分と栄養要求について理解する。微生物

の生育に影響を与える因子ついて学ぶ。 

・ＤＮＡの構造、複製のしくみについて学ぶ。微生物の変

異について学ぶ。遺伝情報の発現のしくみについて学

ぶ。  

 

３学期 微生物の代謝と酵素 

  ・微生物の代謝とその利用 

  ・微生物の酵素 

 

・微生物の代謝について学ぶ。アルコール、有機酸、アミ

ノ酸発酵について学ぶ。 

・酵素の特異性について学ぶ。酵素反応の条件について学

ぶ。微生物酵素の利点と利用例について学ぶ。 

学習上の 

留意点 

 

・醗酵食品の加工に関する基礎的な科目である。 

・食中毒予防に必要な学習である。 

・実習で実際に食品の加工を行い、基礎知識を身につけ、実践に役立てる。 

・課題やレポートの提出は期限に遅れないように注意する。 

 

 

 

 

 



 

年間授業計画（シラバス） 
三重県立伊賀白鳳高等学校 

 

教科・科目 

 

 商業・原価計算 

 

単位数 

 

２ 

 

単位 

 

履修年次 

 

 ２ 

 

年 

 

目   標 

 

 

 

１．原価計算の基本的考え方と計算法及び工業簿記の記帳法を習得させ、原価についての理解を深

める。 

２．原価を中心とする会計情報を活用する能力と態度を育てる。 

 

使 用 教 材 

 

【教科書】原価計算 （実教出版）     【副教材】検定対応問題集を予定 

 

評価の観点 

・評価規準 

 

 

 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

製造業における原価計算と工業

簿記に関する基礎的・基本的な

知識を身につけ、原価計算の基

本的な仕組み及び工業簿記の基

本構造について理解している。 

 

 

 

各種の原価計算の方法や記帳

法、原価情報の活用などについ

て、自ら思考を深め、基礎的・基

本的な知識と技術を活用して適

切に判断し、創意工夫する能力

を身につけている。 

 

 

製造業における原価計算と工業

簿記に関心を持ち、その知識と

技術の習得をめざして意欲的に

取り組むとともに、ビジネスの

諸活動を計数的に把握する実践

的な態度を身につけている。 

評 価 方 法 

 

 

 目標を踏まえ、「関心・意欲・態度」については、日々の授業を中心に評価を行い、「思考･判断」

「表現･能力」「知識･理解」は、定期考査を中心に評価を行う。具体的には、日々の授業態度、提

出物の状況、５回の定期考査、小テスト等を総合的に判断し評価します。 

学   期              学 習 内 容              学 習 の ね ら い 

 

１学期 

 

 

 

 

 

 

第１編  

原価計算の基礎 

 工業簿記と原価計算 

第２編  

原価の費目別計算  

 原価の費目別計算 

  （材料費・労務費・経費） 

第３編 

原価の部門別計算と製品別計算 

 原価の部門別計算と製品別計算  

  （個別・部門別） 

・工業簿記と原価計算の関係を理解させる。  

・原価要素について理解させる。       

・工業簿記の勘定記入の特徴を理解させる。  

・工業簿記の一連の記帳手続きを学習させること

により、全体的な構造を理解させる。    

・材料費、労務費、経費の意味と計算方法を理解

させる。 

・個別原価計算、部門別個別原価計算を理解させ

る。 

・製造間接費の配賦についての概要を理解させ

る。 

  ２学期 

 

 

 

 

第３編 

原価の部門別計算と製品別計算 

原価の部門別計算と製品別計算  

  （総合原価計算） 

 

・単純個別原価計算しくみを理解させる。   

・原価計算表の記入方法を理解させる。    

・総合原価計算を理解させる。 

 

 

３学期 

 

 

 

 

 

 

 

第４編  

製品の完成・販売と決算 

 製品の完成・ 販売と決算 

 復習 

 

 

 

 

 

・製品の完成と販売に伴う手続きと記帳方法を理

解させる。 

・販売費及び一般管理費の記帳方法を理解させ

る。 

・個別原価計算と総合原価計算の違いを明らかに

する。      

・財務諸表の特色を理解させ、製造原価報告書の

作成に習熟させる。 

学 習 上 の 

留 意 点 

・学習成果として日本商工会議所主催簿記検定２級および全国商業高等学校主催簿記検定１級（原

価計算の部）の資格取得を目標としているので、その対策も行う予定である。 

 



 

年間授業計画（シラバス） 

三重県立伊賀白鳳高等学校 

教科・科目 福祉（介護福祉コース）・こころとからだの理解 単位数 ２ 単位 履修年次 ２ 年 

目標 
・自立生活を支援するために必要なこころとからだの基礎的な知識を身につけ、介護実践に適切に活

用できる能力を身につける。 

使用教材 【副教材】こころとからだの理解（実教出版） 

評価の観点 

・評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・生活支援を行う上でのこころ

と 

からだの基礎的な知識を理解

で 

きている。 

・利用者の生活行動についての

理 

解ができている。 

・介護技術の根拠となるこころ

と 

からだとの関連や人体構造機

能 

について理解できている。 

・こころとからだの理解をふま

え 

た生活支援を行う判断が自ら

で 

きる。 

・利用者の多様な生活を理解し

、 

自立支援を考えるにあたり、

適 

切な表現方法ができる。 

・介護に必要とされるこころと

か 

らだの基礎的知識について関

心 

を持ち、意欲的に取り組んで

い 

る。 

・こころとからだの基礎的な知

識 

を理解し、利用者のこころを

ふ 

まえた介護の考えを持てたか

。 

評価方法 

 目標をふまえ、「主体的に学習に取り組む態度」と「思考・判断・表現」、については、日々の授業

を中心に評価を行います。「知識・技能」については試験をもとに評価します。具体的には、日々の授

業態度、提出物、考査等をもとに総合的に判断し評価します。 

学期 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

 

１学期 

 

 

 

 

２学期 

 

 

 

３学期 

 

こころとからだの基礎的理解 

・こころの理解 

 

 

 

・からだのしくみの理解 

 

 

 

生活支援に必要なこころとからだのし

くみの理解 

・生活動作に関するこころとからだの

し 

くみ 

・生活場面の変化に関するこころとか

ら 

だのしくみ 

 

 

 

・健康や人間の欲求とはなにかを考える。 

・こころとは何かを考え、「学習」「記憶」「思考」「感情

」 

「認知」「意欲」「動機」「適応」について学び、生活支

援 

技術で必要な知識を身につける。 

・骨の動き、筋肉の動き、神経の働きを理解し、加齢によっ

て 

おこる機能低下について理解をする。 

 

 

 

 

・なぜ、身じたくを整えるのか考え、それに関わるこころの

し 

くみやからだのしくみを理解する。 

・感染症、終末期、緊急時の心身の状態を理解する。 

学習上の 

留 意 点 

・科目「生活支援技術」と連携しています。ここで学習したことは、生活支援技術の授業で行う介護実

技や 

三年次の介護実習で必要となります。しっかりと理解しましょう。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

年間授業計画（シラバス） 
三重県立伊賀白鳳高等学校 

教科・科目 福祉（生活福祉コース）・コミュニケーション技術 
単位数  ２  単

位  
 
履修年

次 
２ 年 

目   標 
・介護におけるコミュニケーションに関する知識と技術を習得する。 

・介護福祉援助活動に活用する能力と態度を養う。 

使 用 教 材 【副教材】コミュニケーション技術（実教出版）  

評価の観点 

・評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む態

度 

コミュニケーションの基本である傾聴・

共感・受容の態度で対話ができる。 

介護福祉援助活動は信頼関係の構築

を基盤とし、法や制度を適用した社会

生活を総合的に援助する活動であるこ

とを理解できる。 

自分の考えを適切に表現するこ

とができる。 

日常生活や介護実習等を振り返

り、コミュニケーションの技法や人

との関係作りについて考えること

ができる。 

対人関係に関する援助やコ

ミュニケーションに興味を持

ち、授業に意欲的に取り組ん

でいる。 

評 価 方 法 

  目標を踏まえ、コミュニケーション技術に対する「主体的に取り組む態度」と「思考力・判断力・表現力」

については、日々の授業を中心に評価を行います。「知識・技能」については試験をもとに評価します。

具体的には、日々の授業、提出物、考査等をもとに総合的に判断し評価します。 

学   期 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

１学期 介護におけるコミュニケーション 

・コミュニケーションの意義と役割 

 

 

 

・コミュニケーションの基本技術 

 

 

・援助の技法とコミュニケーション 

 

・コミュニケーションの意義と役割を理解し、人間関

係の形成や他者理解、自己理解について学習す

る。 

・傾聴や受容、共感など、コミュニケーションの基本

技術について学習する。 

・個別的な援助、集団的な援助の概要について学

習する。 

２学期 サービス利用者や家族とのコミュニケーション 

・サービス利用者や家族との関係づくり 

 

・サービス利用者に応じたコミュニケーション 

  （高齢者・視覚障害者・聴覚障害者・言語障害

者・運動機能障害者・  

知的障害者・認知症の人）  

 

・利用者や家族との関係づくりについて学習する。 

・手話や点字をはじめ、利用者の状態に応じたコミ

ュニケーション技法を学習する。 

３学期 介護におけるチームのコミュニケーション 

・記録 

 

・チームによる連携 

 

・スーパービジョンの技法 

 

・記録の意義や目的、活用などを学習する。 

・情報共有の必要性や他職種との関わりについて

学習する。 

・スーパービジョンの必要性や面接方法について学

習する。 

学 習 上 の 

留 意 点 

・対人援助の基本である援助技術・コミュニケーションなどに関する知識と技術を学び、実践力を身に付

けます。 

授業には常に意欲的に取り組みましょう。    

・普段の自分自身のコミュニケーションを振り返り、学習に取り組みましょう。 

 


